


































































































































































































































































































































































































































































































































































る。 Rusnock and Georgeも'Gegend'がregionではな( 'direction'と訳されねばならないことを述べており、
Walfordもかれらに言及している。しかし、かれらは方位概念を世界方位の観念と同一視している点でむしろカン
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Rusnock and George (-Paul Rusnock and Rolf George, A Last Shot at Kant
and Incongruent Counterparts, Kant-Studien, 1995,
pp. 257-277.)
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(13)Kant, Bd.2, S.382,第三巻(川戸好武訳) p.209.
(14) (15) Rusnock and George, p.257.
(16) (17) Ibid., p.262.
(18)Ibid.( p.266.
(19)Ibid., p.268.
(20)Bennettにも同様のもっと簡単な議論がある。両手の事例では、われわれは一方を「右手」、他方を「左手」
というように記述による区別をしているからカントはまちがっているというものである。これは、向きが内的
特徴か外的特徴か、それとも内的特徴であったり外的特徴であったりするのかという興味ある問題を提示する。
Bennett, p.175.
(21)Watford, p.408.
(22)Ibid., pp. 410-411.
(23)前回は'intrinsic'を「本質的」と訳したが、ここでは「内在的」とした。
これについては藤田省吾氏(大阪教育大学教授)の御指摘に感謝する。
(24)Walford, p.430.
